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肺 癌 化 療 時 の NK 活 性 に 十 全 大補 湯 の 及 ぼ す

影 響
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〔目的 〕肺癌の 化学療法に 使用 され る 抗癌 剤で NK 活性 が増 強 され る こ とが知 られ て い る 。

一
方 ， VDS は NK 活性を低下 させ る と い わ れ て い る

。
ま た ， NK 細胞 の in 　 vivo 抗腫

瘍能 に おけ る 意義が注目 され て い る。 以上 の こ とに よ り ， 和 漢薬で NK 活性 を増強 し えな

い か 検討を し た o

〔方 法 〕56 歳 か ら 75 歳ま で の 肺癌患者 （組 織型は すべ て腺癌 ）4 人 （男 3 人 女 1 人 ）

に ， 十全大補湯あ るい は プ ラ セ ボ を 投与し ， 投与直前 ・投与 中 ・投与 直後に NK 活性 を測

定 し た
。

〔結果 〕プ ラ セ ボ投 与 の 2 人の 投与 直前 の NK 活性 は ，
9．　4 と 11 ．6 で あ っ た

。

十 全大補 湯投与 の 2人 の 投与 直前 の NK 活 性は ， 6．・6 と 10 ．2 で あ っ た
。

プ ラ セ ボ の 1 人は

StageIV で あ り ， 十全大補 湯 の 1 人 も ，Stage1V で あ る
。

投与中の NK 活性 は ， プ ラ セ ボ

投与 ， 20．O と Z4 で あ り ， 栓 大補綴 与 ， 11．e と ：玉3 で あ っ た
。

投 与 直後の NK 活性 は
，

プ ラ セ ボ 投 与 ， 6，4 十全大 補 湯投 与 3．9 で あ る。

〔考察 〕現 在 ， 肺癌 の 化学療 法の 中心 薬と なっ て い る CDDP は NK 活性 に 影響を及 ぼさな

い とい わ れて い る
。

CDDP に OK − 432 を併用する こ とで ，
NK 活性が増強された と馬場

1）

等は 報告 し て い る。十全大 補湯に は 免疫賦活作用 がある こ とを以前 ， 演者 は 発表 した 。

OK − 432 の 替 りと し て ・十全大補 湯を用 い る こ とで ，NK 活性 の 変化が 観察され た こ と で ，

今後 の 検討 に値す る もの と考え られ る。 十全大補湯 に は ， 人 参 ・黄耆 とい う補気剤が配合

され て い る 。 気を補 う
一

こ れを西 洋医学的 に 考える と ， 免 疫賦活 と言い 換 え る こ とが可能

だ と思われ る
。

免疫能の 判断 として ，今回 同 時 に ， PHA ・CONA を測定 し て い るが プ ラ セ

ボ と十 全大 補湯の 両 群間で若 干 の 差 が存在 した
。 今後 ， 更 に ，症例 を 重ね ， 検討を し て い

きた い と考 え るQ

〔結論 〕十全大 補湯 の 使用 に よ り ， 今後 ，NK 活性 の 増強を期待 で き る
。
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